
 

 

第 39 回全日本大学女子駅伝対校選手権大会東海地区選考会 

申し合わせ事項 

１．開・閉会式について  

１） 今大会の開・閉会式は実施しない。 

２） 結果発表は競技終了後、アナウンス、電光掲示板にて行う。結果発表後は速やかに競技場

から退場すること。 

 

２．競技場開門・閉門について 

１） 競技場の開門時間及びトラック内での練習開始時刻は 16 時 30 分とする。大学の待機場所

は指定しない。トラック内でのウォーミングアップの際、主催者が応援エリアの設置等を

行っている場合は接触に注意すること。 

２） 閉門時間は 19時 45 分とする。閉会式後は競技場内でミーティング等をせず速やかに退場

すること。 

 

３．受付について 

１）受付は、以下の通りに行う。各校の代表者 1名は、「管理確認書」（全女・選考レース合わせて 1

枚）と「来場者一覧」（全女・選考レース合わせて 1枚）を総合受付に最初に提出すること。チ

ームスタッフ(監督・コーチ・マネージャー・トレーナー)の最大数は合わせて５とする。 

２）競技エリア入場の代表者２名は、チームスタッフなどの競技場入場資格を持っている人の中か

ら選出すること。 

受付について※カッコ内は最大数 

 受付開始時間 受付場所 

選手 

チームスタッフ(5) 

(監督・コーチ・マネージャー・トレーナー) 

競技エリア入場の代表者(2)・全女補員(2) 

１６時３０分 正面玄関前総合受付 

周回記録員 １７時３０分 正面玄関前補助員受付 

周回記録員(選抜レースのみ) １８時１５分 正面玄関前補助員受付 

学生審判・補助員 １７時 正面玄関前補助員受付 

大会役員・陸協審判 

医師・トレーナー 

報道関係者 

１７時 正面玄関内役員受付 

４． 周回記録員・学生トレーナーについて 

１） 各大学出場人数に関わらず 2 名の周回記録員を派遣すること。全女・選抜レースそれぞれ 2 名の派

遣だが、両大会兼ねても構わない。また、片方の大会に参加する場合はその大会のみへの派遣で構

わない。来場者を減らすため、全女の補員がいる場合はなるべくその中から選出すること。 

５．トレーナー活動を行う者はチームスタッフとして監督・コーチ・マネと合わせて 5 名まで入場可能とす

る。活動場所は「選手控室 1」とし、入室可能時間は開門時間以降とする。 



 

 

６．リストバンドについて 

来場者は、受付にて体温チェックを受け、リストバンドを個々に受け取ること。その際、代表者が提

出する「来場者一覧」に基づいてチェックを行う。 

リストバンド配色対応表 

競技エリア入場の代表者 2 名は監督・コーチ・マネージャー・選手（補員）の中から選出する。選出された 2 名は

赤リストバンドに加えてオレンジリストバンドの合計 2 個を着用すること。 

リストバンド色分け 入場可能エリア 

青 選手（出走者） トラック内・正面玄関内・更衣室・選手控室 1・スタンド 

赤 
監督・コーチ・マネージャー 

選手（補員） 
スタンド 

オレンジ 
競技エリア入場の代表者 2 名 

各校周回記録員 2 名 

トラック内（周回記録員・応援 2 名 17：30 以降） 

スタンド 

緑 学生トレーナー 選手控室 1・スタンド 

黄色 
学連員・学生審判・補助員 

陸協審判・学連役員 
規制なし 

 

７．横断幕等の掲出について 

１). 競技場内における横断幕・のぼり等の掲出を希望する出場校は、正面玄関内役員受付に申し出る

こと。その後、掲出場所等を指示する。 

２). 競技中のスタンドにおいてのぼり等で応援することは許可する。ただし、鳴り物は使用しない

こと。 

 

８．盗難・紛失について 

主催者側で受領した物品については大会本部で一時保管するが、その他のものについては一切責

任を負わない。大会終了後は受領した物品一覧を本連盟公式 Twitter にて周知するが、1週間以

内に申し出がないものについては感染症対策の観点から即廃棄する。心当たりのあるものはメー

ルにて問い合わせること。 

 

９．その他 

１） 更衣室は正面玄関入って右手のロッカールームを使用すること。また、選手の荷物は各大

学で責任をもって管理し、使用後は必ず使用者が清掃すること。 

２） 応援者の競技エリア内での食事は禁止とする。水分補給は可能とする。 

３） 競技場内の全てのゴミ箱は封鎖しています。ゴミは各自で持ち帰ること。不法投棄を行っ

た場合、処分を与えることがある。 

４） 競技場内の電源使用は一切禁止する。 

 

東海学生陸上競技連盟 


